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会  報

　昨年は会員各社のご協力をいただき無事に協議会を発足することができました。改めて感謝を
申し上げますとともに、会長として意義ある取り組みを進める決意を深めております。
　本年は元日に能登半島地震が発生し大きな被害が発生しました。現在は被災地域の皆様や関係
者の皆様が手を取り合い復旧・復興へと歩を進めておられます。２０１１年の東日本大震災でも
いざという時に地域で支え合うためのコミュニティーの構築と日頃からの備えがどれだけ重要な
ものであるかを感じました。私自身、本協議会が『オフィスの町内会』であると考えており、日
常の事業活動における課題解決のために活動に止まらず、事故・災害等の緊急時にも地域を支え
る大きな力になるものと確信しております。
　いよいよ２０２４年がスタートしました。引き続き皆様のご協力をいただきながら具体的な取
り組みを進めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

設立総会・発足式
　去る令和 � 年 �� 月 �� 日にグランドエル・サンにて
設立総会及び発足式を開催いたしました。
　設立総会では会則・役員・事業計画等が審議され、
会員の皆様より承認をいただきました。これにより正
式に協議会としてスタートを切ることができました。

　発足式には御来賓として皆川 市長、上野 鶴岡商工会
議所会頭、上野 出羽商工会会長、櫻井 大山自治会会長、
阿部 市商工観光部長にご参加いただき、また加藤鮎子
衆議院議員より御祝辞を賜り、盛大に開催することが
できました。ご来賓の皆様より貴重なご意見をいただ
き、また会員間の交流と情報交換など親睦を深めるこ
とができました。

　鶴岡市内に �� 箇所ある工業団地のうち中央工業団地
に次ぐ広さの面積を有し、近年でも企業進出が相次ぐ
など勢いのある大山工業団地に対して、行政や商工団
体をはじめとする地元経済界からの期待と応援の言葉
を頂戴しました。
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第１回理事会について

鶴岡市議会・市民意見交換会
　� 月 � 日に鶴岡市議会・産業建設班による『本市の未
来を見据えた工業団地』をテーマとした市民意見交換会
が開催され、大山工業団地の代表として当協議会へ参加
依頼をいただきました。
　当日は恩田会長が出席し、以前からの共有課題である
除雪対応の件や、理事会でいただいた雇用、工業団地進
出のための補助制度、消防との連携による災害対策、大
山駅周辺の道路整備等による利便性向上と地域活性化な
どの意見・要望をお伝えしてきました。
　改めて地域の意見集約および関係機関との窓口という
協議会の役割が重要であることを認識し、より良い工業
団地実現に向けた取り組みを行ってまいります。
　意見交換会の内容・報告書は後日、鶴岡市ホームペー
ジ上で公開される予定です。

会報の発行にあたって

　� 月 � 日に役員・事務局により第 � 回理事会を開催し
協議会発足以降の対応や今後の事業の進め方等について
協議・決定を行いました。
　　　　　　　　　　【主な議題】
□ 会費・経費等について
□ 会報、協議会ホームページ等の広報活動について
□ 災害等への対応について（共同訓練や普通救命講習）



本　社：山形県鶴岡市西目字水上沢 ���-�
代表者：代表取締役社長　恩田 健次
事　業：廃棄物処理・リサイクル

➀株式会社有賀組

➁ウィズ環境株式会社

　　　　　　　　大山機材センターでは、建設現場で必要な足
　　　　　　　場用仮設資材のリース・販売・整備を行ってい
　　　　　　　ます。足場用仮設資材はもちろん、敷鉄板など
　　　　　　　の仮設資材、安全ネットなどの安全商品など幅
　　　　　　　広く資材を取り揃えています。
　専用機械を導入して資材の強度試験・整備を行い、基準を満
たすもののみリース・販売しており、資材のリースを行うこと
により３R を実現させ SDGs に取り組んでいます。

本　社：山形県鶴岡市友江字川向 ��
代表者：代表取締役　有賀 哲
事　業：建設業、仮設資材施工・リース
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大山機材センター

エコパーク大山
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Appeal
アピール

　　　　　　　　エコパーク大山は木質資源の有効利用をテー
　　　　　　　マにしたリサイクル施設です。施設の入口には
　　　　　　　古紙を �� 時間 ��� 日受け入れ可能な Eco-Post
　　　　　　　を設置。個人・企業から資源回収まであらゆる
　　　　　　　古紙の原料化・再生利用に取り組んでいます。
　また家屋解体材や運送用パレットなど産業廃棄物である木く
ずの破砕・チップ化も行っており、主にバイオマス発電の燃料
として有効利用されています。

業（わざ）を通じて社会に貢献する
　とび工事業をはじめ、仮設資材のリース・仮設工事の
計画・安全管理まで一貫した業務体制を整えています。
　また建築解体工事・建築土工事、それに伴う２４条工
事、道路使用の設計、SRC 路盤材を販売しています。
　どんな作業においても常に安全を優先し、探求・挑戦
し続け、時代のその先を見て展開してまいります。

About Us
特　徴

　廃棄物・資源物の収集から処分・リサイクルまで透明
性のある一貫処理を行っています。所有する許可は全て
優良産廃処理業者認定を取得しており、安心・安全にご
利用いただけるよう積極的な情報公開を行っています。
　つるおか SDGs 推進パートナー登録など、地域と共に
持続可能な社会づくりに取り組んでまいります。

クイックデッキ施工 マルチアングル工法 建築仮設工事羽黒大鳥居解体工事
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Ｅｃｏ-Ｐｏｓｔ 太陽光発電古紙リサイクル

NEXT STAGE　-True Value Creation!!-

木くずリサイクル
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